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In､the●】BtrfpOrtOfourstudirsnLC bynth'siz,dー10con7PundBrelよtrd･top,p'-I)I)T.ttstcdtheir

J'tJmlicidlll爪Ctiviti-8ngttinst4王nsect日tnddiscuFSCdthe＼correlationbetweenchemi¢alconstitut10nand
inBeCticidnlEtCt･lJity･一

1).],1･bZ'g(p･C】l】orophenyl)-i',2,-0･tricllloroctllanC(mP.107･1oSO)(ii.V ･Z)Ⅰ)T)-(st池d肘d)

2)･1･(0-cllloropt.eJlyl)･1･(p･cl･lorophpnyl)･2,2,2･trichlorL叫 .lt,･e(mp,73･5-740)(0,〟-DI)T)

3)1･(p･chloropl-cnyl)･1･p7!enyl･2,2,軍･trich】oroetllnne(Fr)p.731740)(CI)T)

4) 1･1-biB(p-tOIyl)･2,2,2･tric】.loroethnne(mp.87･80).(CEr{DDT)
5) 1,1･bislCp･hydrolyPhenil)･2,･0,2･tricIA･lorocthEule(nlP･O･,02･203O)(OfI･'I)DT)′

6)･1,1･bis(p一也i軒1)･2,2,2･trichloroeth･qe(PIP.85187O)(CEr30･DDT)
I≡i∴

7) 1,1･bJ'6(P･ethoxyphenyl)2,L',2-trichlorocthfule(mp.103.5･1040)(C2fIl60･DDT) ･ヽ

8) 1･1,his(p-Ch70rophenyl):JaCCticacid(n-i'二163･1640)(DD̂ ) .
9) 1,1･his(pICl･lorophenyl)･ztceticacidmcthyle6tCr(I"P.36.5･380)(I)I)A-CTT.rcBtCr)

10)1,1lbiBこp･Clllorophenyl)･t-ticacidct1.ylc舶r(叩 .87･BSO)(DI)A･C2Tr81ぐもtCr)

一. ThenwcteStedtheirhBCCticidalactiyiti(8Ltg凡instthefaultofhoJmrlie8(MtLeEddomesLT'caL･) by

modifiedturntEIblcmethodanddetcrn】inもdtheir-kn ockdown (ドrCent) LIrtCr 10 nlhutt･8∫ud kill

(percent)EIfLCr24hourB･TheresultsortlligtfstrLreShownin'TzlblcI.

From theseresult8WCll-nyCOnClude'zLlfo】lowS:I

1･ p'p'･I)DT(Ⅰ)血0､78.veryhighki7))'ngpowerT,utit8knock-dowt)pWCrignotSO一帖 11･WllPn

oncchlorineatom efpm positionofI,,P′･DI)T trnnsrcrcdtoorthoIX,Sit王on,(0,p'･t)DT)tx,th
knock-downnnflki)]hlgpowermodemtclydf･CreE186.血ttheron-ov-alorthisOrthochlorinenton-or
o,pl-I)DTprov-stodccrefISCkillingrx)VcrTLlittlc (CDT). SubscqucntlF.J'nscctici血Inctivityof
tll(･EX)0仙-PtJrk7BdependsBQ･muchontlleChlorineatom0rPfLrTLPOSitionl,butdclでndBalittleontlltlt
orortl10ⅠⅦition.

-o･WhentwochlorinelttOnlBOfpm rx)Sitionofp,1/Ill)DTmktitutCdton-ct71ylgrol】rfi(CIr31)I)T)'
t】le中 cticidLllnctivity王8inferiorto-p,I/･I)DT m.d F岬 rior.too,D'-DDT･ThoughOIIIDDT ･bns
noiructjcidLllactivity'tpthm 30･I)I)T爪.ld(プ2Tr50-I)DThvcpro_mダIng.'Ⅰ- ticiJaltLttivity'fSfN'C･
iltllythcjrknock-dawnpweriBStrongerth=mthat●ofp,p'-DI)T.tAhoveal),C2lr501DDTBhow8highest,
.insecti毎 日 LCtivityan.-ongthcSe10comfN'undsincludingp,p'･I)DT.

3･DI)Ai8hcErcctivcnnditsCSter8(methylEtnd't]･ylcEter)hve争Iittlekil一inglX,Vcr,i･e･when
C(ニトgroupIBStillStitut"Lto COOfI一group.'theinsecticidalndivityt*conlCBneg】isible,SOthisgroup
王Bt肝ntiLll. ′㌔

studies･i'ntheSyntheSi80fBIIC(benzene;hexachloride)_TI.kcscardlforlhcJ'hot･
ochemicalReactionsb≦tweenBen2:eneandCIllorinetinCarbonTetmcIllorideSo]ution

1.'1105ihikoOIWA;RyoichiYAWAD_A,lIis!toARAKInTl(IMinoruOZrNO..(Takeihboratory,Tng-

tituteFor.Chcl"icZllRcseftrCh-,1{yototmiycrBity)･ReeeivcdJuly･30.1919.17olyu-KagakuT3:-23γ29･
1919くWithFulg-iB-1reSuTnBP･e9) ＼

5･aHCの合成に関する研究 IT･*四酎 ヒ茨素を溶媒とする液相反鷹 1-･大岩佼彦;-山田RT･1荒木久雄,..
大野稔 (訳榔大串 地坪研究Prr 拭暗耶究宅)24.7.30受付

+本研究は武析靴投の相称で行いIポーラログラフィ
に就てはqlT耶光広の前兆虫にl光堺的な可では物邦
樫致塗の申列押夫氏に御助甘を柁いたへ常研究所の
rll井放校及び水蛇助放校から焚政経典を御借りして
.ある.真如こ感謝する.

■■

13∫0はb;n班neと塩素から光線照射下或は適与な触
媒の存在に於て合成されてゐるが吾々は先ず光化学反感

の姶討をする酢とした｡tcnz?nc と塩素の反取去気相で

は院政に杓う傾向が大である;恥,1) 披相に於てほ琵故地

･-03

＼
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1

妹である金属塩頬の存在しない限り殆んど添加反感 が ･

起る事1)から本研究は液相で行う事にしたOその方法と_

L七四塩イ朕 素を溶媒とすも法と亘hze軒 の塩素溶液を

即 ､る法の=わ を考k'たが,突放がし易し華 から先ず前

者に就て突放･捺件の親定に着手した｡tの樵件を明確に

して置かないと七品 n_Cと塩素の反感であっ_ても終局の

生成物がBHOでなかったり'種々の定換物と塩素と?

.反感も並蓮313)-して観測の意味がなくな'8番が考えられ _

るO本法に於てはその槍討中に知った二三の-S及びその

検討の手段として研究したO･oc.tTLChloroqyclohcェan9(0･

octa)のポー.ラTZグラフ準による定量に就て述べるO･
■Ei

-Ⅰ･_四塩化米案溶液中に於ける tX血ne-と塩,gsの光化

25 40

0

学反感.

.Fig･9に戻す装碇を用い四塩化琴素溶液中 (塩鄭 gを○
含む)で一極 eりeに低牢水鹿 (i-3126AJ.i:照射して

1時訊塩素化し_た処(TableJ :7hi,･1),反感湿度の上昇

･と共に生成畠は一次曲線を,1叉生成物中のγ-hept血 lo.

rocyclPhexDule(～:hepta)及びO-octaの含有率は指数曲～

線を描いて増加するがTT甲0一の含有率は指数曲線を描
いて淑少する (Fig･I)o II. '

次に7-hcpta及び 010Ctaの生成し易い反鷹温度■400~

で碍位塩素に対するItN:dzcne畳のみ変化導せて上と同様

に塩素化Lt=処 (Table1.I:Exp･2),生成丑は何れもJ

殆んど変化がなく'3･31-3.93gの間にあるが,一･TLCpta

､ 及び ム10Ctaの合有如 txnucnc

--D Y-hept年.
｣4 0-OSia･

10
r･eact･tenp･oc･

10 20 暮50 40 50
(
benzene(究)l

Fig･2:Relationbctwecnyicld血dbenzene
_■■l■

60

の少い短大7:･ありX･のBg鰍 よ夫

々双曲線で戻される(Fig.2).

鎚にγ･BHOの含有率は tNn･

班n占の増加と共に大となr)その

,開脚ま指数 曲線で示 され る

I(Fig･B). この郷土反艦途中

､に於ける活性化塩素 と未反 戯

txin班ne或は中帆生成物との肘
⊥ _ 突の確率が何れが大であるかt.

'40 云う問題でありi未反艇benzcno

との田突の確率が大である)劫&

(benzPn唱 の多い切合)は13ll

･-Qえナ叉中間生成物との的突の租牢の火.

である場合 (bcnかme'丘の少い吻合)紘

7-hcpta或は o･.octa~ぇ向う反艦迎脚 ;

大なることを示している｡

･-従来はbQnZen,Cからγ-】16ptLl及びo･

ノ0本 の生成する過程としでtnonochloro･

tknaepe或は dichlorob9.ZenCを経るとt

考えられた4･凸･6)が･苦･t_?上述?反艇

に於てほ先ず添加反腰が起りBHOが出

i;次でこれが琴換さ才や､と撃 るカが安

LBEOを上と同｢の傭fflで塩試化した処

(Table1.Fur:3及び4)荻に比較的悦

掛こ塩素化されてγこhepta及び 010Cta

･になることをポー音テグラフ的に知った

(Fig･3及びFJ'g･4).WL･てα･BHO-

の塩素化物からば 0･OCta(mp.148I50)

を軍離し, 別に′dichlorobe呼 nPから合成したそ亘と

･ 本報伽 ま絶て N･甘東電嘩規準{･あるが図示の右 況融して確認した｡

--ヲT7グラムの'伍は防柾補正してゐないO･
∵ ∵▲:ヨ

24

γ･llCPta6トも亦統御 こ塩素化写れてより塩詔含丘の高い
＼
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一･ 防 .響､科-併
進塩物 (n,p･caJOO｡,h】rwnvcrotcnthl*;ふ-1, :

5V)になる (TELble1:hp.5及び:Fig.5)

'以上の.'J攻 から上述の火取舵件でbhzeneから此等の

通JBl肋 のiL:JRする反艦の少くともTつは女の述胡反臥 ､
によって戻される (FJ'g･(･)｡図で実際に物質をE17_脚した ･

反虻は実根でd'ミーテログラフ的偶窮は点線で示した.･

此等の反敵ま何れも光化学反願であり晴男反庶速度は

零である＼(Table1:恥 ct/･Nd･)o迎劉反腔の各階程の

反麿甲速度には差があり~,benEenOからBECになる反

腰の速度が特に大きい (Table1..)又'dB-Bfl0よ.りγ∴

BECゐ方が反感性により富むが両者の生成物のポ_ラ ㌦

pグラム (F･:g3及紳 lg･4)は此較的よく似ている･｡

一例として同一反庶樵件である Exp･3;React･11-及び ′
7hp'･4･.ReQCt14の生成物を見ると共に γ･hepta及び

-010Cta がメ薄;分を占めてゐる点は似ているが'それ等

.の含有率はや 異ゝっている｡

Benzene′かち此撃退噺 も物の生成する過程を明かにす＼

〓

門

…

脚

…

↓

ヽ

脚

什

Flgl3;:粍 oacs;謁｡?fllprOduct～

節 13 放

るには以上述べたこと以外に -I-OnOCl､iorotKLnzm0.矧 王

dich】or｡tpnzene を経る反艦の噺 比 か'lJfに徹底した

反感氾虻と過塩化物生成ゐ閃旅の氾攻城は又岨窮のm仕

化状態の差異と過塩化物生成の関係の桝兜が必堺であ

も｡.如何なる場合に把換反駁が拠 り如何なるty,L合に探加

反腰が起るかを明かにす亀虫こそB冗Cの生成の械作を

研究する宍執操作?威軍のGJLに考えなくてほならない

姉である｡

付上述の結果から考えて工業的製造の場合にも折角生

成した由Eoが γ･hepta或は 010Cta等に容易k移行す

る串が考えら才藻 も 浜田氏等7)によると此等の物質の

殺虫力は何れも械弱であるから留意する必要があるム

∬.o･octEiの定圧 1.

β･p･oct'LIClllorocyclohe血 e(n-P.2620)及び_0-octaを

分即し5･8), 鈴木氏等が発衣した電解液8)**_でポ｢ラ

_tlグラムを揺ると前額は0--2.OVの甲では還元され

ず後者のみF･'g･7に77;す辺元波を得た｡そ▲のhalfwEtVeIl.!J rX)tentiTLlは約-0.!!5Vであり,一浪竣工

Fi5･.:三㌢ 恕 言謁. ?f4prGl uct
IL

-O.sv -10v -1Str

(10-1mo】叩け:) と波高 y･(仙1)9)の

閑旅は雌た刑場のJt,Li-,氏を皿るW.緑 とな.る′

(Tllble-o及び Fig･8)｡

ya1.1Lr:)7Ⅹ-0.07

BI]ち汎虎と汝F,1とは比例胸的こあり,計

W.朋と穴mlJL'tc土火駿訳左内でよく一致す
る｡従って池に昭解放中の oTOCtaの氾

既を求める七とがEII来る.･然し乍ら反麿

生成物巾の o･octLIを穴際に定昆するに

､ほ此の辺元波に興える械々の影響を考成

す畠必要があるが茨では丁感上記の電解

絃相成で上記の方程式により近似値を求

めた〇
ノ ~

′ 賛 随

I.仏訳僻 .･

t*nzPne:化等用紙†柁 1% ぶれ0汀,q･
1% 1r皇SOヽ 及び水で充分に沈准後城化

* 我々が固内20数社敬及び米国我の

云tIO-の製品合せて約400種に就

, -てポ-.7ヲグラフ､分析 を行っ た

∴ 鳩 ,それ等?大多数た.γ-hepta

が布衣し叉 oニocta-e'存衷す号も
のも多数あった｡一甚しきは大部分

が両者からなって中るものもあっ

-Tco

榊 本文中の電解液組成は断らない限

gこれと同じであ乙｡●
■i:::コL

ノ
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bei.乙e;さ

Fig･5'･…fOl芸;oa苦言TnN.Q!Dl;.Odu･ct

一一 :･J ､ -1Sv

ct
tt - hlSher-ehtorlde

言昔 昌芸 {

α㌔也
BHC . cL LL

l ･ ＼､

～860: 010Cta････････_････148,･50

-倍用いた水は総て蒸潜水であ

り∴ポーラログラフ突放に用い

･た試薬も充分l鞘再製し百試鮫を
行った｡

∬.宍扱袈荘 (Fig.9)-
'光源は直流低圧水&1歴 (4)で

･その電声革び端子電圧は3とmp,

i8V或は4allP.12VにしたO

水晶のV.1/ズ (刀) によって

並行にした光線に取り(C.及び

a)とfilter(I))及q:恒温槽

I.(E)の水晶の恵を経て反廠容

詐 (F)の窓に直角に鞘くI.皮

i nPICa･190 艦容許は内容 200ccの視色T字

･管で水晶あ並行平面の窓か指

や'この水晶板と杓子とは Po･

lyvinylalcoholで按轟し'掛 与

帖温相中の水と抜する面はパブ

フィンにで酪逃したO上部は氾

･.匪計の示 .,たガラス'dWi栓であ
･~る｡

(･突抜の方法

I 照射光線は田城化純 の些吸
収及塩素の啄収スペクトルを劣

0
隠して3126Aより長波長の光線＼●

､を用いた.班素の四塩化翼素溶

,液150g(塩素6g含有)に-定立

の ben五Cne.α･BHO,γ･BE0

又はγ･heptfLの何れか-一つを入

れ一定浴弧で一定時間光線を肘

､射じて塩素化後直ちに暗黒下似

浴上で蒸溜する｡残溜する物質

を乾燥して生成物*~と見放しポ

Iテロb･ラフ分析或は物質の分

識 m '･･:･･･-･: dく譜

' mo;C;請,E,･

Fjg･6≡AChainrezh,tionBtStW?enbcn名eneEUldchlorineincarbon･
tetrachlorideso一ution A

石1J:壬脱水し詰潤したobp.8000塩素:ポy･べ語の電解
臨索を水で充分に洗淑後硫酸で脱水したO.塩化水菜を全
く含まない｡四境化末葉一直射大阪光線中で充分に塩素I
.を吹き込み次で蒸溜したものを1%FaOE,1% 打歩04

及び水で充分沈淋し塩化石衣で晩水後蒸溜_した｡ bp.

778塩素の四塩化茨素溶液 主400の恒温槽中で四塩化茨

衰 琴素を窄 んだ液牢沃庶… 及びチオ硫酸ソー桓
用いて滴定し塩素含畳を知?た後稀釈して4%の塩素溶

披t_'した｡本突放に使用した α･BHO,γ･BHO,γ･

heptiL及TJIo･odzlの観点は次の様であるodトBa0･････1

･･････1580 γ.;IIHc･･････････=1120 7･hepta･････.'1-･85

_OO

灘を行ったoT･BECのポ-ラT2グラフ分析は巾良氏等

の方法10)を考慮しつゝアルカ1)分解の時間を過豊に椅加.

して行い長きは3時間にもなった._､γ･hcpta.の定温･は

-0.3-◆-0.6V波高から大凡の値を或めたn.4) ム･octaL

の定足は上述した通がであるo'二 .

TV･東頃の結果 一

11四塩化未来溶液中に於ける benLeneIα･BEC,

†･BEO及び7-heptTLと塩素の反感

宍扱結果はTablelの技でF,各実験に用いられた光線

*本文中生成物とはこのものを指すQ

＼
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Table1:Ther'esult80fthephotochemicalre血tionstNetWeenben乙enelαJlfICl 7-13fICor
γ･】lePtaChloro甲C1占heェane払dchlorinelincarh,ntetrachloride60Iution･

:cartK'ntetrBLChloride_solutionofchlorine:150g(Cblorihe6g)Ilightノsotuce:low

.pre別 remerCqrFarOlazbP,Wavelength:≧ 31263 ′

＼

･
･

等

泣

学

額
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防 虫~科せ畢 節 13 娘

の相対エネルギーの此校は反嘩時間と水銃匿の電流及び

端子電貯(約5及び統6列日)から出来るo即ちExp.11
及び2に於ては相対エネ′岬 -は同じであり',-7kp.守,

Eip･4及び E=p･58主上と同じ場合と,それより大で

ある場今とがあ挙O最後の列Lよ有機化学的に畢離した物

質を挙げた｡

亡;i

･巴･,α･BFOの塩化物からo･octaの単離 _一
-ーノ

一一Exp･3 ;React･Nolllb生成物のポーラ.,グラムば

Fig･-3̀?様であり･士で示した遠元波は γ-.h6ptaーの還
元波であるが十で示した還元波は未知のも如 ･あ′っf=.._

然し乍ら膏々の研究室で以前に撮った octL,Wh16rocyclo･
/

heJ=aneの各輿性休め混合物の遼元淡とよく･似てあるの

で'上述の道元波を出す物矧土

octahlorocyolohelauCの-異性
体であろうと考えて,/ポーロラ

グテフを班って上述の生成物と

didllorobcl班 neのO-及び p･異

性体の塩化物の,両面から追求し

て見た｡ 頗るに p･dichlorob.A

CpRCnCの塩化物 (主としてα･

p･octtLClllorocycloheILhle 及 び

β-p･Octachlor09Cloh叱me)紘
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Fig･8･･De/temi nationcurveoEol0CtaChlorocy.
cIQjlleXanCL

滋元波を生じないがo･didllor_

obcnzme の塩化物から分離した o･octat叩 .184,50)

は上記の道元波を生じその hユfwaveptenh'al.がー

で示した道元波とよく二敏 Lや 叉一方 RL･Tt･No･.1ノ
J′-~の生成物1･99gを氷冷して･0日後に粗結晶o･8墜 毎た｡
･ethanolで岬 ,bcnzcn6で岬更に et血 -1.で岬 ､
I1分別再粧して敵氏 148･50の卵色柱状の結朗 8TPgを得

た｡この化合物の一halfwavLIpot叫 alは約TO･_26Vで∴
o･dichlorobenzeneから'Po:octa のそれと全卜 致し ･

-たO-両省を祝融して向一物であるこ-tを確認したor

31.γ･hcptaの塩菜置換体

BcLLCJ･No･15の生成物は初め苅色の油分であったが Iv

､h Lばらく放征する･t結晶0･55gとfj:つたOそ?ポーラ｡ ′

･グラムは Fjg･5.に示す通r)であつで γ･hcptaの道元 ･

･-1波は全.('見峯らない｡methanムl{･2回再結して無色の

∴結晶 (甲P/･Ca･lQ9?)0･13gを得たOーポ丁ラ116-_ラムは
Fig･5と全く同じでそ･O halfwチVC::potentitllは約TO

ニ∴15Vである｡′:cyclohQX甲C の塩化物6? halfwチvc I

･ 琵 荒 業 警 軍 1.禁3詔 慧 認 遺 志 ∴

I･より多い塩東置換体であろうと思う｡
チ･o･octaの測定曲線 一

軍8r

FJlg･冬に示す如き測定曲線を得る1割こ o･octfLの祖々 --.

欄 皮の浴液をっ(,鳩 牢と激高?関係を調べた｡その

.際の突放傭件及び宍掛 妹 を衷京すれ昼 TLlblC2の泡

_りであるo

T卜 Tal)lc2.

ITableJO:ReletionbetlYCぐncollCでntration.ilndWLIYO

' Lightor0-bctluhlorocyclohcxilJIC

electrolyte60lut,ion:n/10(CLr,)4NBr'iムItolthofi･8
bufEer801ution (PII=7.0)+
40% dioxhie+ gehtih(8Llr･I

-.op80ilか ,htion)

1nlm Wave~hight.･･3,09･Ⅹlord_all.P･

･ t:5,2BCCdrop(ELt7;.M.F.1,00
V_.)

J 帆:0.66trTg6cc･
･n12/3tl/8 :0,999 _
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ノThi8･PaPeriaoneoftheprcll)ninary.叩 erimentgOtthestudic80n･themcchanismsofthefomLttioll

ofmC･ - :｢
-●一ー

I(̂､･The叩rnratug･ufCdis'ELowpinFig:9･.T-1elightd,urLCISalow,pressurerPerChry爪rC
la.np･Itw.asloperatedon18'voltBmd3-amper80r12voltsAnd4ampcr8anathegroluPSOf,linelonger

Fir武I2gtPnzcncwa月ChlorintltCdin帆rbon-tetrachl｡rideBOlution-containing6gchlorineunderthe

iluminatio▲10rthelightat,I,riouSLemp｡,atureg(103,T,o爪nd40'),ncLt,JvLWiousvolumesOfbcnzeng-

(2g,4g,8g,16g,I32g,and6暮g)pertmit'olumcor＼血lorine･wcrccl!lorintltCdsimilalyat4100･we

rQtmdbypolarographFZhdotpryationorgcヮer･atedhydrochloridedurhgthecour品 orthe're蛾 on

thtthehigher､-ctiontcnlPCratureもrtheI場lvolumeorbenwc押目mitvolllmeChlorine･ -the

moreγ･hcphchloro町ClohcXtuleAnd o10CtaChlorpqyclolleT恥ewereformed(Tl.blc1･･Thp･1･nnd℡

oJrFI'g.1and2).F,om therenl1180(.AIxnceqN,rimenISWe飢lggCSIcdtutTmCA,e.th intcrzhC･
/

diatc-conlrntlnd80fγ-heptTLClllor仰VClohcxtLnenndo･octrLChloro申cloheJtLnCfLndotllCrh;gllerChloridc･

.T)li8●RlggCBtionwttBrOrtiricdbyやcrollowJngterperhnent8‥α-m C凡ndγ･m C2gr咽yCCtivcly.wcrcヽ
ptiorochlorintltedfortlle4hrBBimihlyanda■produd wt,18Obtained.TllCgrCtLtPTLrtOrthisProduct

was-Blowntobc7_heptztc1.1｡,.cyclohとⅩfu.e＼-叫 ｡･｡ctaihl｡Mycl｡heltmety P hrogmplly 'ud o･octLWll･

loroqyclohcI恥0(nlP･148･50)Wれ80bLれindFro;nα-1lfIC飢IbstF tinl17､(Tdblc1:.7qxp･37Lnd･4or.n'g-･
3,4flndワ).I

o･5gγ･hept叫 r甲 clohelful.Calsochlo血 tcdI" hove~probc'durcAndaco- und(tnP･a.･lboo)

Y･,ttbtained･it8htll卜wavpptentin1-wagntX,ui-1･5volts(TAblcl:ESp･5orFig･5)･
Owingtoltlleaboveresult8WerO血dthttllePl10tOChemicnlrcaction8bctveenben班neanddllorineilL

瓜rtnn･tCtraChlorideのIution.qyer8ihelcompiexや inT轡 on8.IOhoofwhich～W舶--elucidatlcdhcrc-

and血own.)'nFlg･6･ IntllCrjgurctllePrOOeBgOfBOlidlinewereisohted･6ubst血cially andtlle

proceedtq.dott'cdlineWCrCObscrvcdp91arographically.ThesereaCtion昌didnottakepl蒜 indark･＼
neS8. i

(Il)･o･Octachloroqyclohe=anewas reducedatthedropingme_rcurycathodeusingthcECIcctroIFteBOl･ -

utionwhichwet-edeterm王nd byt.Stptik王and NtLhLin叫 Whilc β･p-octfLChlorocyclnheXLulC･WnBnOtl＼
.ltdhtlrwdvepotentialark,ut1-OI26volt8ahathe.･cnlibrationcurve(Fig_I.8)wtts611OWJ-1bytheBtr ･ ′

niglltline.It8equationi5

y…=lI157Ⅹ-OIO7

wllCreIistllCCOnCCntrAtion ofo･octLLChlorocyclohexanein10-im ol unit and _y -istllC←hightbf
wrLVeincm.tmit.
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